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（百万円未満切捨て） 

１．平成26年12月期第１四半期の連結業績（平成26年１月１日～平成26年３月31日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年12月期第１四半期 13,912 △3.2 774 16.3 818 7.6 558 △13.1
25年12月期第１四半期 14,365 0.2 666 13.4 760 26.2 642 53.7
（注）包括利益  26年12月期第１四半期  △570百万円（－％）  25年12月期第１四半期  4,271百万円（196.1％） 

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 

四半期純利益 
 円  銭 円  銭

26年12月期第１四半期 15.89 －
25年12月期第１四半期 18.29 －
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 
 百万円 百万円 ％ 

26年12月期第１四半期 130,971 75,827 41.0 
25年12月期 132,583 76,766 41.2 
（参考）自己資本    26年12月期第１四半期  53,674百万円  25年12月期  54,570百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計 
 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭 円  銭

25年12月期 － － － 10.00 10.00
26年12月期 －  
26年12月期(予想)  － － 10.00 10.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：無 
 
３．平成26年12月期の連結業績予想（平成26年１月１日～平成26年12月31日） 

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円  銭

第２四半期 
(累計) 

24,800 △0.3 700 △43.1 800 △49.2 300 △69.9 8.53

通      期 47,500 △0.8 1,200 △21.9 1,400 △31.6 400 △60.1 11.38
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：無 
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※ 注記事項 
 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
：無 

  
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ：無 
  
(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無 
②  ①以外の会計方針の変更 ：無 
③  会計上の見積りの変更 ：無 
④  修正再表示 ：無 
 

(4) 発行済株式数（普通株式）  
①  期末発行済株式数(自己株式を含む) 26年12月期１Ｑ 35,215,000株 25年12月期 35,215,000株
②  期末自己株式数 26年12月期１Ｑ 62,037株 25年12月期 62,022株
③  期中平均株式数(四半期累計) 26年12月期１Ｑ 35,152,967株 25年12月期１Ｑ 35,153,320株

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外であります。この四半期決算短信の開
示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しています。 

 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信「添付資料」P.４
「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善により設備投資が持ち直して

いるなか、個人消費や生産も消費税率引き上げに伴う駆け込み需要の影響もあり、回復基調で推移

しました。 

このような環境のなか、当社グループは「成長事業への転換」に向けた基盤構築を図るとともに、

「新規事業の創出」に取り組んでおります。繊維・医薬品・機械関連等の製造事業におきましては、

付加価値の高い製品提供、より一層の原価低減、独自性のある製品の開発強化に努めてまいりまし

た。ショッピングセンター等の不動産事業におきましては、さいたま新都心駅前社有地の第二期開

発が順調に進行中であります。 

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、機械関連事業において、消防自動車関連で空

港用化学車の売上の増加、トラック部品で消費税増税前の受注が増加したものの、繊維事業におい

て、前年同四半期に一部の連結子会社の決算期を変更した影響等により139億12百万円（前年同四

半期比3.2％減）となりました。 

営業利益は、販売諸掛費等の減少による販売費及び一般管理費の減少により７億74百万円（前年

同四半期比16.3％増）となり、経常利益は、８億18百万円（前年同四半期比7.6％増）となりまし

た。 

四半期純利益は、５億58百万円（前年同四半期比13.1％減）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

①  繊維事業 

肌着等の衣料品は、消費税増税前の駆け込み需要により大手量販店への販売が増加したもの

の、カジュアルインナーは連結子会社の前年同四半期の決算期変更の影響により減収となりま

した。また、水溶性繊維・耐熱性繊維等の機能性繊維も前年同四半期の連結子会社の決算期変

更の影響により減収となりました。 

この結果、繊維事業の売上高は22億32百万円（前年同四半期比21.9％減）となりました。 

営業利益は、46百万円（前年同四半期比39.1％減）となりました。 

②  医薬品事業 

医薬品事業は、平成26年４月の薬価改定及び消費税増税による買い控え等により減収となり

ました。また「一般名処方加算」の新設や「後発医薬品調剤体制加算」等の後発医薬品の使用

促進により後発医薬品のシェアが大幅に伸長しており、主力製品が長期収載品のため大きな影

響を受けました。 

この結果、医薬品事業の売上高は36億51百万円（前年同四半期比5.5％減）となりました。 

営業利益は、販売諸掛費等の減少による販売費及び一般管理費の減少により42百万円（前年

同四半期は60百万円の損失）となりました。 
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③  機械関連事業 

消防自動車関連は、空港用化学車関係の売上の増加、トラック部品は、消費税増税前の受注

増加等により増収となりました。 

この結果、機械関連事業の売上高は54億97百万円（前年同四半期比5.0％増）となりました。 

営業利益は、５億31百万円（前年同四半期比6.1％増）となりました。 

④  不動産事業 

不動産事業は、「東京スクエアガーデン（東京都中央区）」を平成25年４月に開業したこと

等により増収となりました。 

この結果、不動産事業の売上高は17億81百万円（前年同四半期比10.6％増）となりました。 

営業利益は、さいたま新都心駅前社有地第二期開発に伴う費用の増加等により５億９百万円

（前年同四半期比4.4％減）となりました。 

⑤  その他 

その他の区分は、ホームセンター、ビル管理サービス、訪花昆虫の販売等の事業により構成

されております。 

ホームセンターは、一部の店舗を平成25年12月に閉店したことにより減収となりました。 

この結果、その他の売上高は７億48百万円（前年同四半期比6.1％減）となりました。 

営業利益は、店舗の閉店による労務費等の減少により３百万円（前年同四半期は28百万円の

損失）となりました。 

 

  

片倉工業㈱（3001）平成26年12月期　第１四半期決算短信

－3－



(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は1,309億71百万円（前連結会計年度末比16億12

百万円減、同比1.2％減）となりました。 

これは、前連結会計年度末に比べて投資有価証券の時価が下落したことが主因であります。 

（資産の部） 

流動資産は、533億58百万円（前連結会計年度末比３億60百万円減、同比0.7％減）となりま

した。増減の主要な項目は、受取手形及び売掛金、仕掛品であり、受取手形及び売掛金が20億

30百万円増加し、仕掛品は18億66百万円減少しました。 

固定資産は、776億13百万円（前連結会計年度末比12億51百万円減、同比1.6％減）となりま

した。増減の主要な項目は、建物及び構築物、有形固定資産のその他、投資有価証券であり、

建物及び構築物が22億41百万円増加し、有形固定資産のその他が16億37百万円、投資有価証券

が17億39百万円それぞれ減少しました。 

（負債の部） 

流動負債は、246億91百万円（前連結会計年度末比４億12百万円増、同比1.7％増）となりま

した。増減の主要な項目は、支払手形及び買掛金、賞与引当金であり、支払手形及び買掛金が

５億61百万円減少し、賞与引当金が４億81百万円増加しました。 

固定負債は、304億52百万円（前連結会計年度末比10億86百万円減、同比3.4％減）となりま

した。増減の主要な項目は、長期借入金、繰延税金負債であり、それぞれ４億65百万円、５億

88百万円減少しました。 

（純資産の部） 

純資産は、758億27百万円（前連結会計年度末比９億39百万円減、同比1.2％減）となりまし

た。また、自己資本比率は41.0％となりました。 

 

 (3)  連結業績予想に関する定性的情報 

平成26年12月期の業績予想につきましては、平成26年２月14日に公表いたしました業績予想に変

更はございません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

   
                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年３月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 27,818 26,956 

    受取手形及び売掛金 13,616 15,647 

    有価証券 292 292 

    商品及び製品 3,501 3,574 

    仕掛品 2,654 787 

    原材料及び貯蔵品 2,361 2,469 

    その他 3,478 3,634 

    貸倒引当金 △4 △4 

    流動資産合計 53,718 53,358 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物（純額） 20,089 22,330 

      土地 16,808 16,808 

      その他（純額） 4,057 2,419 

      有形固定資産合計 40,954 41,558 

    無形固定資産 1,343 1,239 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 33,660 31,921 

      その他 2,971 2,959 

      貸倒引当金 △65 △65 

      投資その他の資産合計 36,566 34,815 

    固定資産合計 78,865 77,613 

  資産合計 132,583 130,971 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成25年12月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年３月31日) 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 8,910 8,348 

    短期借入金 4,908 5,140 

    1年内返済予定の長期借入金 931 931 

    未払法人税等 235 74 

    賞与引当金 377 859 

    役員賞与引当金 35 20 

    資産除去債務 42 38 

    その他 8,836 9,277 

    流動負債合計 24,278 24,691 

  固定負債     

    長期借入金 6,013 5,547 

    繰延税金負債 11,746 11,157 

    退職給付引当金 2,329 2,320 

    役員退職慰労引当金 298 310 

    土壌汚染処理損失引当金 85 81 

    長期預り敷金保証金 8,369 8,423 

    資産除去債務 521 506 

    その他 2,173 2,106 

    固定負債合計 31,538 30,452 

  負債合計 55,817 55,143 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 1,817 1,817 

    資本剰余金 332 332 

    利益剰余金 36,040 36,247 

    自己株式 △82 △82 

    株主資本合計 38,108 38,315 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 16,405 15,336 

    繰延ヘッジ損益 57 22 

    その他の包括利益累計額合計 16,462 15,359 

  少数株主持分 22,195 22,153 

  純資産合計 76,766 75,827 

負債純資産合計 132,583 130,971 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第１四半期連結累計期間 

   

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年３月31日) 

売上高 14,365 13,912 

売上原価 9,609 9,317 

売上総利益 4,756 4,594 

販売費及び一般管理費 4,090 3,820 

営業利益 666 774 

営業外収益     

  受取利息 13 11 

  受取配当金 29 59 

  受取和解金 49 － 

  雑収入 63 56 

  営業外収益合計 156 127 

営業外費用     

  支払利息 53 47 

  シンジケートローン手数料 2 1 

  雑損失 5 34 

  営業外費用合計 61 83 

経常利益 760 818 

特別利益     

  固定資産売却益 － 35 

  関係会社株式売却益 － 25 

  特別利益合計 － 61 

特別損失     

  固定資産処分損 46 38 

  減損損失 21 22 

  その他 1 1 

  特別損失合計 69 62 

税金等調整前四半期純利益 691 817 

法人税、住民税及び事業税 238 60 

法人税等調整額 △233 156 

法人税等合計 4 217 

少数株主損益調整前四半期純利益 686 600 

少数株主利益 43 41 

四半期純利益 642 558 
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四半期連結包括利益計算書 

第１四半期連結累計期間 

   

 

                      (単位：百万円) 

                    前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年１月１日 
 至 平成25年３月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年１月１日 
 至 平成26年３月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 686 600 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 3,568 △1,136 

  繰延ヘッジ損益 △0 △34 

  持分法適用会社に対する持分相当額 16 － 

  その他の包括利益合計 3,584 △1,171 

四半期包括利益 4,271 △570 

（内訳）     

  親会社株主に係る包括利益 3,524 △545 

  少数株主に係る包括利益 746 △25 
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(3) 継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 

 

(4) セグメント情報等 

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間（自  平成25年１月１日  至  平成25年３月31日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 繊維 医薬品 機械関連 不動産 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期
連結損益
計算書
計上額 
(注)３ 

売上高  
 

 

  外部顧客への売上高 2,857 3,862 5,237 1,611 797 14,365 － 14,365

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

1 － 0 6 60 67 △67 －

計 2,858 3,862 5,237 1,617 857 14,433 △67 14,365

  セグメント利益 
  又は損失（△） 

76 △60 501 532 △28 1,021 △355 666

 (注) １. その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホームセンター、ビル管理サ

ービス、訪花昆虫の販売等の事業を含んでおります。 

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額△355百万円には、セグメント間の取引消去△４百万円、各報

告セグメントに配分していない全社費用△351百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費及び研究開発費であります。 

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間（自  平成26年１月１日  至  平成26年３月31日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 繊維 医薬品 機械関連 不動産 
その他 
(注)１ 

合計 
調整額 
(注)２ 

四半期
連結損益
計算書
計上額 
(注)３ 

売上高  
 

 

  外部顧客への売上高 2,232 3,651 5,497 1,781 748 13,912 － 13,912

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高 

0 － 0 6 58 65 △65 －

計 2,232 3,651 5,497 1,788 807 13,978 △65 13,912

  セグメント利益 46 42 531 509 3 1,133 △359 774

(注)  １．その他の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホームセンター、ビル管理サ

ービス、訪花昆虫の販売等の事業を含んでおります。 

２．セグメント利益の調整額△359百万円には、セグメント間の取引消去△４百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△354百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費及び研究開発費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 

 

(6)  重要な後発事象 

 該当事項はありません。 
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